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1986年 卒 業の 皆 さんへ
学長 黒 田 一 秀
わた した ちが幼 な子 で あった時 には 、幼 なf・tiし く謡 り.幼 なf・tiし く感 じ、 また幼 な
了・らし く考 えていた,,し か しむ とな とな一・}た今は 、幼 なrら しいこ とを捨 てて しま ・った、
コ リン ト人へ の第一 の予紙13:II
旭川医科大学 第8回 卒業の皆 さん、おめで とう。 なが
い時間 をかけ全課程 を修 了し証書 を受 け取 る気持 はどん
なもの か、今 こそ実感 していることと思 う。
さて、も う大学生ではないので、 これからは今まで と
違 った別の風が皆 さん に向って吹 く。まず医師国蜜試験
をみん な受 けるだろ う。1人 前 の資格者 と して責任 と権
利 を認め られ るための手続である。一つの大切な経験で
ある、,
先 日担当の医学概論の試験 に医師の診療上の義務 とい
う問題 を出した。医師法全文のコピー を参考資料 と して
つ けて出 した、,医師の義務にはいろいろあるが、診療記
録の義務 を挙げた答案 が期待 よ りもずつ と少 なかったの
に驚 いた。 まだ1年 生 で臨 床 に入 っていないから、 こ
の答 は当然 かも知れない。大方 は徳義上の義務につ いて
記載 していたが、それ はそれで の意義 があ ったと思 わ
れた。
新 卒業生 は医師 免許 を獲 得す ると、 率前の い わば
保 護 され た状 態 か ら、個 々人 が法的 責任 者 と して 、
如何 に不備 な場 合で も、現行 の法 の枠 内で 行動 しない
わけにはいかない。それがプロフェツショナルとい うこ
との意味であると思 う。医科や歯科の大学教育は職業 と
直接継 がるとい う意味で プロフJ.ツ ショナル教育であり、
理T.農 系の大学 はスペシアル 導門教 育 を行 い、人文社会
系の大学は専門教育であると同時 にゼ ネラルな教養教育
的面があるとiえ るであろ う。少 くとも医学校の教 育は
職業指 向が明確で あるわけで ある,,こ のこ とは個々の職
業専門人として社会の規制 に応 じ社 会の変化 に即応 する
よ う要求 されることがこと さら重要な疏場 にあると考 え
られる,,医学 者になって研究す るとか臨床家 になって診
療す ることは、いまも自由な職業であると枢われている。
しか し現代の状況 はそんなに牧歌的ではなく、情報化時
代なのであ り時代感党 を要求 され るよ うになったのであ
る。
殖 新卒業生 は
、いま注意 をそこまで向けられ ないで あろ
うが、この気構 えは大切である。医師法 に明文化 されて
いることを、研修医 を経 て勤務医 になった人でも忘 れて
いるのではないか と思 われ ることがある。
15年 前のわが国の医師数増員計画 が昨年すで に達成 さ
れ、医帥過剰時代 に入った、今後 は量 より質の時代で あ
ると云われ る。現実 には医師の都 市集中 ・専門指 向で、
医師偏在は益 々極端 になってゆく。新 率業生 はどんな将
米展望 を持 っているのであろうか。
専門職業人 といζ社会の変化に応ず る心構 えをと述ぺ
たが、目先 をきか しで要領 よく立 ち回 れとい うのではな
い、,医を職 業 とす る人達 は何時の時代で も、病め る人々
の援 け手となることで栄光 を与え られて きたので ある。
しか し近 頃の 技術文 明 の社 会で は、誇張 して云 えば
医 者 も人 を奴隷 に した り傷害 す る側 に回 りかね ない
し、 うっかりすると自分自身 が奴隷化 し抹消 される虞 さ
えあ る世のiで ある。いまの ままでは油断で きないので
ある、 わた した ちは飽迄 も、人々の苦 しみにあず かり、
世の病弊 とたたかい、善意 が保たれ るために働 き役立つ
ことを根本 において、職業人に徹 しなければならないの
である。
競争社会だ とい うが、新卒業生 を求めているところは
決 して少 くは ない。 いわゆる專門化傾向は ますます進 ん
でゆ く、特定部門に深い経験 を持 つ人が重要 視 される。
一 方総 合的 な問題 について見識のあ る人も求め られる。
それ らの要請 に答 え られ るのは普段 の蓄積のある人以外
には ない。単 に気が利 く風のことでは役 に立たないので
ある、だがそうい う心構 えを持 っているとひとが知 って
くれれば、かならず用い られるであろ う,,kい に希望を
持 っていただ きたい。
医の世界はどの部門 を選 んでも、人が一坐 をかけて勉
強 し、楽 しみ、 そしてます ます深 く広 くなってゆ くよう
なw:界 である。今皆 さんはその第2の ゲー トに 、hってい
る。自 らを育てよ うとす る若者はい くら壮大な理想 をか
かげてもよいのだ とかって履習要項の巻頭 に書いた。課
程 を終 えた今ど うお考えで あろ うか。極微の世界の追求
にも、i宙 大の探索 にも、おとなの心 をもって、世の未
知 に立 ち向い、世の訣けたるを補 う精神 が、すぺてに通
ず る大志の根 本なのである、,卒業の祝の門に立 ちおとな














並 木 正 義
皆そろっての 卒業おめで とう。 君達 の努 力の結果であ
る。国家試験の全員合格 をめ ざして さらに頑張 ってほ し
い。約束 を信 じている。
卒業生の大部 分が臨床の道 を選んだが、医師 としての
修業の道はけわ しく、厳 しいものであることをまず覚悟
してほ しい,,そ れは人命をあず かる知的専門職である以
上当然である。患者の運 命は最初 に出会った医師によっ
て決定するといって もよい。医師の勉強不足、未熟 さ、
身のほどを知 らぬひとりよが りの間違 った判断で患者 が
不宰 な事態 に陥 るよ うなことは許 されない。人の命は尊
厳 なものである。それだけに医師はたえず勉強 し、一生
学びつづけなければならなし㌔ これからは医師過剰 とな
り、医師が選ば られる時代で ある。そ うなればなお さら
勉強 しない医師は患者 からも社会か らも見捨 てられるで
あろ う.医 師の勉強 とは単に医学書 を読む ことを言って
いるのではない。患者および社会か ら信頼 される医師 に
なるための幅広い知識 と教養 を身 にっ け、豊 かな人間性
を養 うための修 練を意味 している。医療 において最 も重
要なのは、患 者と医 者との信頼関係で ある。深 い医学的
知識 、す ぐれた医療技術も確 かに信頼す る医師の一っの
条件で はあるが、 しか し、病人 をほんとうに治せ るかど
うかは、終局的 には医師の人間性 にかかっている。豊か
な人間性 とは、端的 にいえば、人間的 な思いやりの心で




素 もあるが、後天的 に心がけることによって培 われる部
分 も多い。そ して、こ うしたことは医学生のときか ら心
がけなければならない し、医学教育の過程において学生
に認識 させる必要があると思 い、これまでやって きた。
君達 も私の講義やポ リクリにおいて、それ をある程度感
じとってくれた と思 うOし か し、私のい う意味 がほんと
うに理解で きるのは医師に なって実際 にい ろいろな患者
に接 するよ うになってからであろ う。臨床 にあるものは、
なん といっても患者をよくみることが第一である。患者
こそ生 きた教科書で あり、 多くの ことを教 えて くれ る。
ただ、患者から何 を学 びとり、いかなる発想を思 いめ ぐ
らすかは医師 自身の意欲、物事 に対する考 え方と姿勢に
よる。その差 はやがてあらわれてくる。 よくみるとい う
言葉の意昧は深 い。 それは患者 を心身両面 から全体的(
全人的)な もの としてみ ることをいう。治療 においても
また同様で ある,,っ まり、それぞれに即 した的確 な全人
的把握 と、適 切 な全人的治療 こそが臨床医学 の基本的 あ
り方 といえる。臨床 において対 象とす るのは、生 きた、
心 をもった人間であることをけっ して忘れてはならない。
病気 をみるのではな く病人 をみるとい うこと、また病気
を治すので はなく病人 を治すのだ とい うことを常 に念頭
において医療 に当たってほ しい。
少 し具体的 な話 しを してお こう。 ともか く医師 という
職業は忙 しい。 とくに修業中の医師 は勉強 することがい
っぱいある。したがって早 く自分 に合 った生活 のリズムを
1二夫 し、自分の ライフスタイルを築 くとよい。若い うち
は5時 間も眠れば十分であ る,,また どんなことがあって
も最少 限1Hl時 間 は医学 に関す るものを読んでほ しい。
たとえ医学新聞でも、製薬会社 から送 られて くる雑誌で
もよいから目を通すよ うにしたい ものだ。 こん なことで
もす るとしないとで はやがて差がでて くる。子 どもにも
の を言 うようで申 し訳 ないが、要す るに本 を読む習慣 を
身 にっけ、それ を白分の ライフス タイルにとり人れるこ
とが医師にとっては必 要だ と思 う。
今ひ とっ言 いたいのは、車 の運転 には くれ ぐれも気 を
つ けてほ しいとい うことである。昨年の10月 、 うちの教
室員が交通事故で亡 くなった。春 に卒業 し、国家試験 に
パスし、これからとい うときに一瞬 にして若 い生命 を失
つた。あま りにもむご く、あ まりにもいたま しい出来事
で あった。 なんのために苦労 して医者 になったのか と遺
体 にしがみつ いて働 実 した両親の姿 は見 るに しのびなか
った。私 もこれほ ど心 が痛 んだことは最近 にない。自分
が事故 にあって も不幸 だし、人の命 を助 けるぺき医者が、
人 をあやめても問題 は大 きい。また、医師は人間の生命
をあずかる以r.、 注意深 く、慎重で あり、判断や行動が
正確で なければならない,,し たがって、た とえ軽 いスピ
ー ド違反で も、 これ を犯す ようで は医帥 と しての適性 を
問 われても仕/iが ない。 ど うか車 は十分気をつ けてほ し
い。交通違反の問題 に限 らず、医師 は自らの生活態度に
厳 しくなければならない、,と同時 に社会常識 を持 ってほ
しいと思 う、,医師 と政治家 には社 会常識に欠けるものが
意外 と多い。社会常織 とは なんで あるかさえわからぬ も
のもいる。 これではだめだ、,この点 も心 してほ しい。
最後 まで うるさい ことを言 うよ うだが、それだ け諸君
達の前途 を思 い、将来 を期待 しているからで ある。








卒 業 に あ た っ て
"同 胞
中 村 文 裕
卒業 やっ と長い'影生生言舌も:嵩
、 終
わ り、医師と して、 スター トラ
インに立て る[も 遠 くない所 まで
来れたことを嬉 しく思 います。今
fiは特 に開学以来初めて、卒業試
験 に全員が合格す るとい う快挙 も
あり、何 よりの贈物 を受 けた気が します。ここに至るま
でには、多くの諸先生にお世話 になり、殊 に担任 として
御迷 惑をおかけ した先生方 に、厚 くお礼申 しrげ ますn
毎年繰 り返す試験 のなか、人か らは落 ちそ うで落 ちな
いので トマホー クなどと言 われつつ、一時的 な不時着 な
どはあった ものの、よ うや く卒業にこぎつ けました。 し
かし、かえって異和感す る感 じ、明 日になった ら嘘で し
たなどと言っては来まいかと、あたりを見同 しつつ書い
ていますO
思 えば一年の前期試験 の教'fで 、華々 しくもゼ ロ戦 を
飛ば して しまって以来、小学校 から泣か され続けた物覚
えの悪い頭 に鞭打 って疾走 して来 ました。教養峙代 には
一時的だと鼻 をつ まんでや り過 ご し、基礎 は学者 に向 く
頭で はないと言いつつ、実 習とレポー トの嵐に悪戦苦闘
し、臨床 に入 ると暗記量 の 多さに愕然と しっっ も、青息
吐息でここまでたどりっいた次第です。
おかげで元来怠 け者の私 も、短期記憶 力は飛躍的に向
トし、著 しんだ受験時代 が嘘の よう、東人 ・京大 なんの
その、古典文法 ・英単語 ・年表 などど うして覚 えられな
かったの か不思義 なくらいです。
冗 談はさてお き、後輩の皆 さんに少 しは参考 となるか
もしれない事を書いてみ よ うと思 います。
我 が大学は日本で も有数の厳 しい医学 部の 一つであり、
国家試験予備校 などと陰口 をたたかれる程ですが、その
中で慢性的 な精神的 ス トレスで、胃潰瘍 にも神経症 にも
な らずに過 ごすためには、それな りの対策 が必要です。
スポーツによるフ ラス トレー ション解消法 が一般的 な様
ですが、私 は運 動系 クラブの全体主義的 ・唯我独尊的傾
向に馴染めなかったので、 これにっいては何 も言えませ
ん。
私 が勧めるのは、学外に白らの人生観 を養い育て るだ
けの世界を持 つ とい うことです。学外のサー クル活動な
どに積極的 に参加す ることは、ただ単に視野狭窄 に陥 ら
ないばか りで なく、人間 として、医師と しての目的意識
を明確に してゆ く事 になる と思 うからです。将来の医師
と してのアイデ ンテ ィテ ィを確立する ヒで、医学教 育は
示唆 を与えるに止 まり、学内 にこうした場 を求め る事に
私は甚だ悲観的です。とい うのは、刺激の少 ない単科大
学 、北海道的精神 風土、最北 に位置す る事ゆ えの情報の
不利、文化系 クラブ活動の不振 に代表 される現 在の事な
かれ主義的学生気質などを考 えた上でのことです。
しか し、こ うした閉鎖的状況 も、逆に言うと現在のよ
うな情報過 多の世界にあって、一つの事を腰 を落 ちつけ
て考 えてみるには良い精神的環境で もあるわけで、 その
人次第 と言 えるかも しれ ません。
「私 はべ一 トーヴェンを聞 く医者よ り
、演 歌を聞 く腕
の良い医者の方 を信用す る。」と、ある先生のおっしゃっ
ていたのを、私 は今で も時 々思い出 します。確 かに今の
社会はこれをまず要求 している様 に思 われます。そ して、
この大学 はこれに忠実 に答 えようとしているのではない
で しょうか。 しか し、その当然の帰結であるとも言える
技術偏重的詰め込み教 育を受 けた私 たちに、どのよ うな
人間性 を求め られるので しょ う。個 人の問題 かもしれま
せんが、私 には医師一人間機械工的 イメージが大 きく育
って しまった部分 があるようです。
また、ある留 年を電ねた友人は、この大学で教えられ
たのは、要 するに弱肉強食 とい う事だ と語 った ことがあ
ります。 しか し、 この事は多くの学生が毎年進 級のため
に費す精神的労 力の 多さから感 じている実感で もあ りま
す、,こうした学生がやがては医師 となり、患者の前に立
つ わけです。末だ甘い私 には、霊の医師なるイエス ・キ
リス トの、 「わた しは憐み を好むが、 いけにえを好 まな
い。」とい う言葉が新鮮 に聞 えて くるのですが……。
H一 日と、□照時間 も長 くなり、旭川にも春の気配 を
感 じさせる今、漸 く長 い序章の終 わった気が します。
(第6学 年学生)







何故 、山梨育ちの私 が旭川 とい
う北 の地に住 むことになったのか
考 えてみ ると、それはまった く偶
然に左右 されての ことで あったと
言わざるをえない。8年 前、友人
のM君 が 「旭川医大 を受験 する。」と私 に話を しなければ
又は、映画 「幸福 の黄色 いハ ンカチ」 を見なかった ら、
たぶん私は、北海道に来ることはなかっただろ う。映画
には、た しか夏の北海道 が描かれていたが、実際の北海
道 には冬 も存在 した。冬の寒 さには、6年 たって も慣れ
ることはで きない し、冬の間溶けることのない雪にもず
いぶん苦 しめられた,,し かし、雪 が溶 けて春が来ると冬
の寒 さを知 る者だけが、春の暖 さがわかるとで もい うの
だろうか、ほん とうに うれ しい。北国の人 々が 「春を待





大学で何 を学んだかと尋ね られたら、私 はこう答 える
だろ う。講義 をす る教官の姿 に学問 に対す る情熱 を学び、
患者 をはげます内科医の姿 に医療 を学び、 「患者の為な
ら私は虚 もつ きます。」と言 い切る外科医 に医師のあり方
を学んだと。医科大挙 が医師国家試験に合格する為 にあ
るの なら、大学 は予備校 となればよい。 それが一番合理
的で ある。 しか し私 は予備 校では決 して学ぺないことを
旭川医大で学 んだ と思 って いる。 だから私 にとって旭川
医大は予備校では なかった し、これからもそうで ありつ
づ けて欲 しいと思 う。
試験
大学生活 を語 る時 、試験 の話 を しなければ片予落 ちと
なって しまうだろう。正直 に言って、試験は著 しかった。
大学入学前は、試験勉強 とい うものは した ことがなかっ
た。 それで もなんとかなっていた。周 りの人間もそんな
に勉強 していなかった(よ うに私 には見 えた)。 けれど、
大学 に入ってみると様子が一変 した。各学年末の試験 に
は進 級がかかってお り、落 ちれば留年とい うことになっ
て しまう。それより何 より、試験 が近づ くと学生の雰囲
気は、勉強 せざる者 を、不安神経症 に陥 らせるに充分の
ものがある。 「この大学で行 われているのは、教育では
なくて、脅迫 だ。」などと言っても何の救い にもならない。
私自身、泣 きたくなった ことが何度かあった。 「他 人の
苦 しみを ・部 なりと背負ってあげよう。」などと考 えて医
学部 に入ったの に、自分の苦 しみ さえ背負い きれずにい
る自分が、腹 立た しくもあ り、悲 しくもあった。
今、すぺての進級試験 を終 えて反省 しながら思 うこと
は、誰だって1年 の月Hを 失 いた くないし、友達 と別れ
た くないのだから、留年 しないよ うにす るのは当然で あ
る。 また、医師、医学生に とって勉強す ることは義務で
あり、これをしないことは、国民 に対す る裏切 りであろ
う。 しかし、だか らと言って、その為 に心 のゆとりのよ
うな もの まで失ってはいけないとい うことである。苦 し
いのは自分だけだと思った り、 その為対人に対する思い
や りの気持 ちをな くした り、目的 の為 なら手段は選ぺな
いなどと考 えるのは誤 りである。
試験の為だ けに行 った勉強ではあったが、その中で私
は何度 か、真理 にふれるよろこびとい うよ うなものを感
じた。明 日試験 がなければ、この問題 につ いてもっと深
く勉強 したいと思 った。実際 は試験 が終 わると遊 びに行
って しまったわけだ が、そのような経験 をもったことは
喜ば しいことだと思 っている。留年なか りせば、試験 も
また楽 しなどと、今だか ら思 った りもする。留年がなけ
れば学生は勉強 しない じゃないか という声がどこからか
聞こえて来 そうでは あるが。 いず れにしても、何 の苦労




北国 と大学 と試験 と多 くの友人たちとすご した6年 間
が、も うす ぐ終 わろうとしてい る。宿泊研 侮、学祭、実
習、試験 、楽 しかったことも苦 しかったこともすぺて思
い出となって しま うだろ う。私 た ち8期 生と旭川医大の
発展 を祈 って卒業の記念 と したい。
(第6学 年学生)
率 業 に
高 桑 欧 美
けだ るいほどまぶ しい春の光の
中で 、半分眠 っているよ うなのん
び りとした時間の流れのなかに、
いっ までも身 を置 いてい られると
思 ったのが、1年 生の時の私で し
た。 それほど、「これか らの6年 間」
は、 長 く長 く感 じられ た もの です 。
それ が 、 いつ の まに か、 先輩 と呼 ば れ るよ うに な りま
した。 ク ラブの 下 級生 が試 験 な どの 折 に、大 変 なん です 、
と悲 鳴 をあ げて い ます。 私 が先 輩 に そ うして も ら った よ
うに 「私 で も、 なん と か な ったん だ もの。 ○ ○ な ら大 丈
夫 」 と励 ま しなが ら、去 年 まで は 「私 な ら、 も う2度 と
いや だ わ。 本 当 にか わ い そ うに」 と、 内心 思 って い た も
の で す。 そ れが この頃 は 、 なん だ か懐 か しいよ うな、 ほ
ほ え ま しい よ うな気 持 ちで接 して い るの は、 と うと う卒
業 を迎 え た か らで しょ う。
春 夏秋 の バ ス ケ ッ トボ ー ル、 冬 の 試験 週 とい う くり返
しも、 こ れ っ き り、 お しまいで す 。 バ ス ケ ッ トで は、 幸
い な こと に優 勝 を経 験 で きま した が 、眼 を閉 じて浮 かぶ
の は 、練 習 の 事 ば か り。 なかで も、 ラ ンニ ン グです 。
私 た ち は、1試 合走 り まわ れ る力 をっ け るた め に、週
に1度 、10㎞ を最 高 に ラ ンニ ン グ を し ま した 。 南高 側 に
大 き く回 る。約4.5㎞ 分 の コー スが い まは、 ひ と きわ懐
しく思 い ますU現 在 は舗 装 が進 ん で し まった けれ ど 、 ま
だ じゃ り道 だ っ た頃 、 それ は 、左 右 の 田 んぼ や牧 場 にぴ
った りマ ッチ して い て、「じゃ りが 足 の 下で 転 が る分 、損
を して い る気 分 だ な」 な どと 、 と り とめ も な く考 えて い
ま した。野 球場 の脇 を出 て 、 か な り急 な上 り下 りが あ り、
小 さな林 の よ うに な って い る と ころ を目標 に ぐ るっ と回
り、工 業 高校 前 の道 路 にで て、 戻 っ て きます 。実 習後 に
走 る時 、大 きな 夕陽 が田 ん ぼ に映 っ た り、坂 を上 り きっ
た とこ ろで 眼 前 にパ ア ッ とひ ろが る光景 は、本 当 に美 し
か っ たの で す が 、美 し さに気 がつ い た の は、後 に な って
ふ り返 っ て なの か も しれ ません 。
走 って い る最 中 は 、 わ き腹 が痛 くな った り足 首 が痛 く
なっ た り、 苦 しい事 もあ りま した。 部 内 で タイ ム レー ス
を行 うと なれ ば 、や は り 下級 生 に は遅 れ を と りた くない
し、 自分 の楽 なペ ー ス よ りは少 しで も速 く と考 えて 走 る 、
一5一
「
この 少 しで も速 く、 とい うの が、 意 外 に きび しいの です 。
3つ 下 の吉 川(現 キ ャプ テ ン)にr.り 坂 で 抜 か れた時 に
は、「や られた 」 とい う思 い の他 に、 頼 も しさを感 じた も
の で す 。
ク ラブ、実 習、 勉強 会等 を通 じて 、笑 った り、 泣 い た
り、 意 見 が合 わず に くや しい思 い を した り、 お ち こんだ
り、数 多 くの方 に励 ま され た りで 、私 の 大学 生 活 とは、
人 とのつ なが り、 とい うこ とで した。 自 分 がつ らい時 に
相 談 で きる人 が いて 、 い ま振 り返 ると 「ど う して こん な
事で 悩 ん だ の だ ろ う」 と思 うよ うな事 なの に 、真剣 に話
を聞 い て」FHに 考 えて も らえ た こ とが、本 当 に幸 せ だ っ
た と思 い ま す。
旭 医 を離 れ る私 には、 卒 業 と は、 この よ うな先 輩 後輩
達 、先生 方 、友 人 、 いっ も一諸 に あっ た 大学周 辺 の 風景
との 別離 です 。 先 日、学 生 食堂 に行 き、知 らな い顔 が い
や に増 えて しまっ た こ とで 、 「ああ 、 寧業 す るん だ な」
と、 あ らため て 感 じま した。 これ か ら年 を経 る毎 に、大
学 内 外 とも に変 わ っ て い くので し ょ う。 あの ラ ンニ ング
コー スは、 ポ ー ル を追 い か け る仲 間 達 は… …。 それ で も
私 の胸 に は 、い っ まで もこ の6年 間 の その ま まの 、 忘 れ
得 ぬ 母校 と な るの だ と思 い ます 。
(第6学 年学 生)
瀟鱒1難度講演会一覧
昭和60年 度本学で開催 された講演会は次の とおりです。
















米 国 南 カ ル フ ォル ニ ア大 学




































脳 の神経回路 とその ダイナ ミックス
幽
滋賀医科大学医学部













癌遺伝7・の発 見か ら臨床応用 まで
一
北海道大学医学部附属痛研究施設














リハ ビリテー ションの理 念 国立身体障害者リハピリテーションセ ンター
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8月6口(主 管 校 白 治 医科 大学)
〔本 学 参加 種 目〕 陸 上 競 技 ・準 硬式 野 球 ・硬
式 庭 球(男 女)・ 軟式 庭 球(男)・ 卓球(男 女)
・バ レー ボ ー ル(男)・ バ ドミン トン(男 女)
・サ ッ カー ・バ ス ケ ッ トボ ー ル(男 女 〉 ・柔道
・剣道 ・弓道 ・空 手道 ・水泳(男 女)・ ゴル フ
(本学 参加 学 生数)377名
(成績)35大 学 中9位
8丹
lH附 属図書館長 に牧野教授(検 査部)が 発令 された。
8日 昭和60年 度納骨式(於 本学納骨堂)
18日 第28回 東日本医科学生総合体 育人会冬季人会
f
61年(主 管校 旭川医科大学)
3月22日(本 学 参加種 目)ラ グビー ・スキー
(本学 参加学生数)107名
・一.・＼ ∴ …、ご1献 謙 憂脳 諒
マ　
㌧ 夢 鯉 勘 嘉 臆 で∴..a.
蘭 鱒 禽∵'-1灘 瓢㌣



















(学年対抗)サ ッカー ・バ スケッ トボール ・す
も う・っ なひ き ・駅伝 ・2,000mリ レー
(有志対抗)バ レーボール ・ソフ トボール(雨
天の為 中1ヒ)主 催 学生
昭和60年 度解剖体慰霊式並びに文部 大臣感謝状伝









16日 スキー教室(於 北大雪 スキー場)
s17日 講師4名 厚生補導委員 会委員1名 参加学生
27名
醤灘1ル 汝




















スポーツ大会 バ レーボー ル ・雪中サ ッカー
主催 学生








昭和61年 度旭川医科大学入学 試験合格 者発表
(合格者120名)



















研 究 室 紹 介 ス キ ー 教 室 1
■ 実験実習機器センター ■ 田中 邦雄
本学 に実験実習機 器セ ンターが設置 されてから5午 を
経過 しました。山田守英前学長の構想の もとで、学内共
同利用施設 として設置 された中央研究部 がその前身 とな
っています。 その当時確立 された利用者負担制と、学内
予算 の共同利用機 器への優 先的配分 とい う画期的 な基本
理 念に支えられ、森 茂美初代一ヒンター長(生 理学第二
教授)の もとで学内の教育、実習 、研究のための共同利
用施設 として整備 、充実が なされました。 とくに、学内
・外の共同研究推進の場 と して客員研究室やカ ンファレ
ンス室が設置 された他、各種機器の充実 も目覚 しく、他
大学 からも大 きな注 目を集めてお ります。昨年4月 よ り
小野一幸教授(解 剖学第 一・ がセ ンター長 に就任 され,
医学標本展示室の設置 をは じめ、高圧型電 子顕微鏡 σ)導
入準備 など、セ ンターの次 の発展のため に全力を注がれ
てお ります。
機 器セ ンターでは、小野 センター長以下総 勢10名 の職
員が機器の整備 、依頼試料 の測定、研究への助言や機器
操作 の指導などの任 に当っております。研究者 が必要 と
する時 にいつで も各種機器が最良の状態で動作 し、最高
のデータが得 られるように点検 、整備 をす ることが第一
の任務です。セ ンターには電子顕微鏡 、電f・P十算機、核
磁気共鳴装置、細胞 自動解析分離装置など超精密 な大型
機 器をはじめ、研究 に必要 な種 々の分野の機器類 が設置
されております。 しか し、 これらの機 器がただ揃 えられ
ているだけでは何 の意味 もなく、毎 日の点検、整備 とい
う機 器の世話 と、応用分野 にっいての知識の積み重ねが
あって初めて機器の性能 を引出す ことがで き、信頼 ある
デー タの獲得 が可能 となります。同時 に測定または分析
しよ うとする試料の作成、前処理 をいかにするかが重要
なポイン トでもあります。 したがって、機器 を操作す る
側 と研究者 との間で、これ から進 めようとす る研究の狙
いや得よ うとす るデータへの予測 などにつ いて、相互に
ト分 な打合せがなされることが最良の結 果を得る早道 と
言えます。
機 器センターの もう1っ の重要 な任務 は、各種機器 を
通 じて研究者間の交流 を深め ること、さらに共1司研究推
進の場 と しての潤活油となることです。すで に一昨年よ
り電 子顕微鏡利用 者懇談会 が発足 し、技術交流による成
果も出始めてお ります。今後 このよ うな 多数の懇談会が
生 まれて くることが期待 されます。セ ンター職員はこれ
ら重要任務 に十分対応で きるよ う、日頃か ら努 力、反省
を続 けております。学内共同研究 の場 として、 一層の充
実 と発展のためにユーザの皆様 の御支援 をお願い致 しま
す。セ ンターへの苦情 、不満、希望 なども遠慮 なくぶつ
けて頂 き、より ・層利用 しやすい施設 となるよう職員.一・
同努 力して行 くつ もりです。
(実験実習機 器セ ンター 助教授)
12hisu(月)・-17日(火)に 、 紋別 郡 白滝 村 の北 人雪 ス キー
場 に おい て 、第1学 年 か ら第5学 年 の 学 生27名(男 子22
名、 女 子5名)が 参加 し、 スキ ー教 室 が行 わ れ た。
1日 目 は あ い に くの強 風 の た め途 中 まで リフ トが動 か
ず ・時代 前の 様 に自 力で 山 を登 っ たが 、 しだ い に風 も弱
ま り、4名 の 指 導 員 の も と初級 班(2班)、 中 級 班 、F:級
班 に分 れ て 、寒 さの 中基 礎 か ら指 導 を受 け た,,夜 に は懇
親 会 が行 わ れ、 前ln1ス キー教 室 の8%を 見 た。2日 目 に





学生諸君の一部 に、課 外活動物品の借 用期限 が過 ぎて
も未 だ返却 しない者がお り、貸出業務 に支障 を きたして
います。他 の学生諸君の迷惑 になるので、必ず借用期限
内 に返却すること。
また、借 用物品 は、次 に借 りる身になってていねいに
取 り扱 い、汚損 ・破損の ないよ う注意す ること。
(学生課)
9
本学 には現 在、体育系31・ 文化系28の 学生 団体があ ります。
昭和61年3月 現在
会 責 任 者 会 責 任 者
体 育系 団体 名
鍍学年 氏 名
顧 問教官 文化 系団体 名
最轟 氏.名
顧問教官
一一 丁 π-一 門F-一 一
ラ グ ビ ー 部 34 J 北田 正博 岩 田 光 高 写 真 部 25 n 谷 口 成 美 原 田 一典
準 硬 式 野 球 部 28 4 高橋 正年 長 和彦 英 会 話 ク ラ ブ 14 3 寺山 裕嗣 平野日幽征
卓 球 部 39 4 栗栖 康滋 渡辺 信 医 療 研 究 会 37 a 松田 彰 中島 進
陸r.競 技 部 17 4 野津 司 美b'和 哉 x道 部 19 A 笠井世津子 吉田 征子
ス キ ー 部 70 5 石原 敏道 東 匡仲 桟 敷 文 の 会 18 4 石井 昭広 岡田 稚勝
ゴ ル フ 部 22 4 菅野 晴美 寺山 和幸 映 画 研 究 会 is 3 渡辺 晴司 建部 高明
ボディービルディング部 22 3 III【1聖 隆 山下 幸紀 将 棋 部 14 4 輿水 修 一 上口勇次郎
硬 式 庭 球 部 45 4 山 田 豊 米増 祐吉 JAZZ研 究 会 zo 2 浅賀 浩孝 宮田 昌伸
バ ド ミ ン ト ン 部 23 4 岩波 悦勝 山下 裕久 囲 碁 同 好 会 11 2 花 岡 淳 ・ 岡田 稚勝
バスケ ットボー ル部(男) 27 4 立花 康人 上田 則行 美 術 部 ii 4 斎簾 裕司 小川 秀道
空 手 道 部 12 4 吉田 晴恒 猪俣 光孝 ギ タ ー 部 15 3 杉沢 孝久 原 田 一典
柔 道 部 12 4 高橋 邦幸 平山 隆三 ロ ッ ク 研 究 会 26 3 伊達 純 土肥 聡明
サ ッ カ ー 部 27 3 中 田 伸 司 水戸 廼郎 障 害 者 問 題 研究 会 16 5 佐藤 利夫 笹森 秀雄
バ レ ー ボ ー ル 部 29 4 宮本 憲行 吉岡 一 聖 書 研 究 会 4 z 大角 晃弘 谷井 広樹
剣 道 部 36 3 青木 裕之 森 茂美 CPU 6 s 坂本 淳 福 山 裕 三
山 岳 部 29 3 鳥家 良輔 八幡 剛浩 "悩 む"会 18 5 佐伯 智幸 平塚 寿章
弓 道 部 29 4 宍戸 稔聡 黒島 農汎 ブ ラ ス ・ア ンサ ンブ ル 23 2 小池 且弥 北 進 一
ワンダーフ オーゲル部 26 4 岡本 幸 ・郎 笹森 秀雄 室 内 合 奏 団 18 3 生出 邦仁 北 進 一
ア ー チS.リ ー 部 9 2 松山 剛 丸子 基夫 科 学 論 研 究 会 6 5 佐藤 修= 中島 進
大東流合気武道 クラブ 15 4 沢田 恒平 中島 進 女 子 学 生 の ひ ろ ば 8 4 武井 理子 岩渕 次郎
軟式庭球部"ア ップルズ" 23 3 向後 利昭 宮岸 勉 V.R.A.(ビ デオ研 究会) 36 3 明 茂治 田中 達也
硬 式 テニ ス 同 好 会 zs 4 坪内 友 安藤 御史 フr一 ク 研 究 会 J 3 鈴木 隆司 渡辺 信
水 泳 部 40 2 近 藤 俊 一 竹光 義治 ア マ チ ュ ア 無 線 部 10 3 生出 邦仁 平野 日出征
軟 式 野 球 同 好 会 9 2 上西 博 ,i:野 日出 征 東 洋 思 想 研 究 会 13 3 外 川誠 一郎 原 田 ・典
自い変人(蕩 礎 スキー
&山 岳スキー同好会) 48 3 矢倉 幸久 丸r燐 夫 旅 と 鉄 道 研 究 会 6 4 吉田 克成 笹森 秀雄
サ イ ク リ ン グ ク ラ ブ
「チ ャ リン コの 会J 21 3 鈴木 隆司 笹森 秀雄 天 文 同 好 会 19 3 矢萩 英一 相 田 一 郎
操 艇 部 15 4 出中 基幹 占出 逸 朗 旅 芸 人CLUB iz 5 名取 俊介 加地 隆
釣 り 同 好 会 16 4 岸本 隆史 岡田 雅勝 お 祭 り 研 究 会 22 4 桜 井 行 ・ 指 田 裕f一
女子バスケットボール部 13 4 中谷 恭子 k田 則行
ソ フ トボ ー ル同 好 会 32 4 岸 止朗 久津見晴彦 ・
























が足 りないのであ る。夏の太 陽、手 が届 がないとわかっ
ていなが ら飛 び込むグラウン ド、汚 だらけのユ ニフォー
ム、練習後の水浴び。春 になったら、新入生 を迎 えて、
また野球 がで きるとい う事が、つ らい冬 を乗 り切 る心の
支えとなって います。今sr、 野球部 は6年 生 が6人 も卒
業 し若いチームとな ります。経験 は問い ません。新入生
の皆 さん、僕た ちと共 に野球 をや りましょう!









RUGBYと 、2つ の 奇魔法 の 水二
Hを 開 けた、,(何 だ 、 この 金 色の ま るい物)(何 だ 、
の ぞ き こん で る、 この 士 ッサ ンは)(こ っ ちは 誰だ っけ)
……(ア ッ、 ヤ カ ン、審 判 、 キ ャ プテ ン)
「俺 、脳 しん と う?」
「名前 は?」 審 判 が聞 く
、 「○ × △ 。」
「今 日、何 日?」 「○ 月 × 日。」








鞭誌1繋帯ざ へ識 濯ゆ 、'
ハ
ノーサ イ ドの笛 を聞 いた瞬 間 、足 は動 くこ とを拒 否す
る。(も う、一 歩 も動 きた くな い)思 いは 皆 同 じだ 。
グ ラ ン ドを.・歩 出 て座 り こむ、,ミ ・杯 のポ 。 ふ と気 づ
く、(今 日の 日射 しは、 こん な に柔 らかだ ったん だ)、,
キ ャ ッチ ングの た め に、 ず っ と太 陽 の位 置 を測 って い た
の に。(今 日の 風 は、 こん なに快 か ったん だ)。 キ ッ ク
の た め に、風 向 きに はず っ と注 意 して たの に。
残 っ た水 を飲 み ほす 。 足 は動 く こ とを承 諾 した。(明
日 も練 習だ!)… … 疲労 感 は充 足 感へ と変 わ った。
(文 責 福 田 雅)
卓 球 部
会 費7月 北 海道 ラ グ ビー選 予梅Eプ ロ ッ
月額1,000円 ク、8月 東医 体(4位)、10月 会 長杯
ラグ ビー フ ッ トIt'一ル競 技会(優 勝)
旭 川 ラ グビー 協会 、北 海道 ラ グ ビー
フ ッ トボ ー ル協 会加 入
卓球部 は現在、男子25名 、女r12名 の計37名 で活動 し
てい ます。活動内容 は、放課後の練習が中心で、冬季は
週3H、 夏季は週4H体 育館で充実 した練習 をしていま
す。年間5回 ある事な大会での成績は常に⊥位 と健闘 し
てい ますが、 もちろん卓球 を した ことのない方でも練習
に関 する心配は全 くありません。練習は各 自の自主性、
レベルに合 わせることので きる内容です し、初心者 の方
には先輩方が親切 に指導 して下 さい ます。 そういった、
先輩 後葺の関係 の良 さも卓球部の特徴 ではないで しょう
か、楽 しい卓球部 にお誘い合わせの上おいで 下さい。
(責任者 栗栖康滋)





5月 春季 学 連(2部2位)、6月 道 医
体(優 勝 〉、8月 東 医体(ベ ス ト8)、
10月 秋季 学 連(2部2位)、10月 北 医
体(優 勝)
旭 川 の冬 は長 く厳 しい。 この時 期 、学 生 は験 勉 で つ ら





新入生の諸君、人学おめでと う。 さて我が部 は、咋 年
度の 東医体準優勝 という輝 か しい成績 をおさめ、全 日本
医歯薬獣医では、前日まで海水浴 にあけくれていたにも
かかわらず優勝 して しまい ました。 さらには、道学生 の
種 目別BEST10に 述べ18人 入りました,,あ まりの強 さ
に東医体では、 「旭医大陸上部だ」 と言 うだ けで道 をあ
けて くれます。君たちも勝利 の美酒 に酔 い しれないか。
練習 は自分のや りたいことがで きるし、コンパの費用も
安い。(新 入生は無料)ど うだ、こんないい部があるか








協会、北海道 学生陸N競 技連 含、 日
本陸r.競 技連盟加 人
,ドデ ィビル部、部員20名 、体育館2階 ボデ ィビル場 に
て活動中。
諸 先輩方のお話 を伺 うと、発足当時部員は わずか数名、
しかも特定 の練習場 もな く、テ ラス、階段の下(現 印刷
場)を 転 々としていた とい う。
現 在、器 具も整 い、体 力作 りの場 と して開放 されてお
り、我 々には その管理 と指導 が任 されている。 この発展
の裏には諸先輩 方の並 ならぬ努力が窺 われ、ともすれば
現状に甘ん じが ちな我 々には、これが一つの支えになっ
てい る。
我々の活動は毎ロ昼休みに行い、内容は体 力向上 を目
的 とした筋肉の鍛錬であ る、,外見r.の 肉体的向上 を日的
と しているわけではなし㌔ とい うことで、部員 は殆 ど他
クラブとの掛 け持 ちで あり、各 々自分のペースで トレー
ニングを続 けている。
最後に、部員各自のより一層の尽力 と、これより入学





5月 春 季 北 海道 学 生 パ ワ ー リフ テ ィ
ン グ大 会(2位)、11月 秋 季 北 海道 学
生 パ ワー リフテ ィ ング大 会(2位)、
12月 新 人戦 、北 海 道 学 生 パ ワー リフ
テ ィング連 盟 加 入
バ ド ミ ン ト ン 部
慧
羽球 と書 いて バ ドミン トンと読 み ます 。真 っ 白 いウ ェ
ァ に身 をっ っ み 、 自 い シ ャ トル を追 … て蝶 の よ うに コー
トに舞 う… とい う優 推 な スポ ー ツで は あ り ます が 、何故
かテ ニ スほ どポ ピーLラー で は あ り ませ ん、,我が部 は現在
部 員20数 名 、小 人数 で は あ ります が 、昨 年 の 東医 体 で は
男!・団体 戦3位 とい う輝 か しい成績 を収 めて い ます。 も
ちろん地 道 な努 力 は っ き もので す が 、練 習 も決 して無理
をす る こ とな く、 上級 生 の優 しさ とユ ーモ アの 中で 下 級
生 は ス クス ク(?)育 っ て い ます、,羽球 に興 味 の あ る皆 さ
ん 、是 非 い ちど体 育館 まで お出 か け ドさい。











































バ ス ケ ッ トボ ール 部(男)
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空 手 道 部
空f道1よ 「武 道1で1礼 儀 を ・rl』ん じ 身 体 を・鍛 練 す る
素 晴[いlll山 な ♂)でi部 員 放fil3名 と ・レ数6す が 、
社正li(/)llkLし ・糸14jrら.～を・手轟ノ)L・恒.才ユ、 輝 し しΣ砧(辛肖{～'々～と1⊂ し、t
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1:3
「紳Lし ・以 ポ ー ッ1な ・ノ)で寸 潮 、.ツ 化 さ れ し1[ト め1
とF.、)1し 一ルf,,t,り ま.『rカ・、 停{F・ゾ)し厘愉亘:よ 「1;1){川1力尋泣 人く
」)攻 撃 な り1,{c')す.剖+.1も ほ と/'、と㌔が 初 心 κ ゲ 、始
})まLノ=弓 亀( ・な り ノこ」】ノ、、 づノ1.61も'穿{∫ 」1こ唄ui};し/).や)ζ5
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サ ツ 力 部
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人 生 を 語 りr学 い 、 時 に け 他 大 学 と のr† 同 コ ン パ も ….
ヒ1ニ カ・く 、 』1:liミiT2f卜 三室糸売3f覧":プ)ら 往}dlタll∫ 〔メII券 ち と ぐう
ノニah、 今・、 辛斤Lし 、ノ」カ㍉ピ・,yしなしりC・ すー(†¥1こ な 」「1幽i1}
fiｵiiし ノ)ぜ丁,瞳 を1潟 矛}墨 、1'1;1,s・191】 、t;;fi#1i入 ㌧帰=を 待,ご
㌧、まiよ ㌃:r、 ∬虻」麺[」易 を 可見し、ぐ み(『1・ さ し、
{之 責[㌔ ・イ＼{i.llly_}
バ レ ボ ー ル 部
ハ レ ーi'歪1冠よf見/11陛1玉しユカ略勺27名r.・ 、ti」 易1士」固111、 冬一ナ易
し員固;3日J)争 東}ろ'1昏'II,⊂ し、ま 』3`剖;`11‡ 、 糸従;二 も←的に'♪
団 結 か 強 く 和 気.ク,い あ い の 雰 囲 気 で 孝 二の 気 のrDた
i'41114)な か か らf乍4)だ ざ れ る コ ン ヒ ハ レ ー は 糸色攻少`噛、 九旦
1寒の お・'家二等,ヒさ れ て い ま.,{
日乍年」にL、 東 医f本 ・)亘医f本 で・見 事 優 月券と い)輝 か し いb史
績 を 残 し、 ま た 金道 大 学 リ ・ ツ で も3部 を確 保 す る な ど
大 い に活 躍1、 た 一年 でLた 、、 今 年 は 、 各 大 会 で生 ノ」と し
て 活 躍 して く れ た6年 生 が 抜 け てLま い よ1.た が 、 刺 矢
体Cの 連 続 優 勝 を[1標 に 、 部 員.一 同 練 習 に 励 み た い と思
ナ(し 、.皇一r、.I
r,な み に 、 剖;員 び)ほ とhど は ノくレ ー 経N;ξiゼ ロ で層ノ＼肖Fし
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。 ま片 ノ＼il或 〔if・7:} 、7月 ド 千ij俳〔「乍ミf杢こ
(3f」 艦〔)、711ド 雪り」Lご毎 ～直1依ミ1'4～ドr.』7r/i:
Illlli直人1{ヤ 〔f9・月磐}、10月 不火 乍 粒1人'irk
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5月E{rJ春 李…リ ー ク3剖 二 〔/1fi8r)、
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一学園小脱 『的 は逃 げない』一
私の名前はT。 旭川医科大学の1年 生。私 は雪の ない
季節 の木、 日曜 日を除 く毎H.弓 道で さわやかな青春の
汗 を流 しているの。弓道部の練習 は女のr一の私で も楽 に
つ いていけるし、天気の良い口は ドライブや海水浴 なん
かに連 れていって もらえるし、毎 日がとっても楽 しいわ。
それ に 「唯 ・の走 らな くていい運動部』だ とい うの も、
なかなかの魅力ね。弓道 って暗 いスポーツだって思 われ
てるかも しれないけど、私はとっても元気のでるスポー
ツだ と思 うの。私の射 った矢がふ わふわと飛んで いって
初めて的 に当った時 の感激は一生忘れ られないわ。思わ
ず 「あっぱ一」とさけんで しまったもの。今思い出 してみ
たら何だかとって もはず か しい… やだやだやだ一っ。
とにか くこの一年、私は とっても楽 しくすごせたわ、,
試合 にもたくさん行った し、男の人達 は試 合のつ いでに
キャンプなんかもしたみ たい。まあ弓道 ってマイナーな
スポーツだ けどや ってみるととても楽 しいものよ、私だれ
にで もおすすめで きるわ。 早く春 になって新人生や先輩









も しも君 が この紹 介欄 を 本当 に読 みた い ん な ら、 まず
軟式 テ ニス が どん な スポ ー ツだ とか 、 どん な ルー ル だ と
か、 そ うい った くだ らん こ とを知 りた が る か も しれ な い
け ど さ、実 をい う と僕 は そん な こ とは 書 きた く ない んだ
な。 第一 に そ うい っ た こ とは僕 には 退屈 だ し、 第二 に今
ど きテ ニ ス を見 た こ と も ない よ うな イ カ レタ奴 は我 が愛
す る旭川 医 人 に入 っ て く るわ け が ない ん だ。 だ い た い部
活 紹 介欄 に は自 分 らの部 が世 界最 高 だ と書 いて い るもの
ば か り さ。 ただ 部 の雰 囲 気 だ け い えば 、 テ ニ ス気違 い も
いれ ば カ ー キチ もい る、 お じ さん もい れ ば女r大 生 も い
る、 真面 目 人間 もい れ ばパ チ ンコ大 好 き人問 も い る とい
った 性格 の ル ツボ っ て感 じさ、 だ か ら、 し ょっ ち ゅ うゴ
タゴ タ して い る け ど、 それ で も皆 、面 白 お か し く真面 目
にや って い る さ。初 心 者 で も大 い に歓迎 す る よ。 どん な
に ド手 で も大 丈 夫 。僕 らは そ の気 に なれ ば うん と上 手 な
お 世辞 もい え るん だ。 例 えば ミナ イ スサ ー ブrと か ね。
女 のrは 全然 少 し しか い ない んだ け ど さ、是 非 入 って き
て欲 しい ん だ な。軟 式 テ ニ ス を しな くて も、 髪 をい じ く
っ た り、 た だ ク ス クス笑 った り、 そ ん な こ と を して い る
だ けで もい いん だ 。 それ じゃ、 よ ろ し く頼 む よ。
(責 任 者 向後 利 昭)
会費6月 北医体(予 選 リーグ3位)、7円
必要 なつど徴収 北海道地区大学体育大会(2回 戦敗
(1,000円)退)、8月 束医体(予 選 リー グ3位)
遠征費自己負担 旭川庭球連 盟加 人
自 い 恋 人(墓 寵スキー&幽岳スキー岡好会)
あ る晴 れ た春 のlR、,
テ ラ スに 出 る と、 雄 人 な る大雪 が我 を招 く、,
「よ し、 今度 の 口曜 日、 スキ ー に行 こ う」
空 は抜 け るよ うに碧 く、山 肌 は まぶ しい ば か りに白銀
に輝 く。
白 い恋 人 た ち は、思 い思 いの シzプ ー ルを描 く。
一 踊動 の夏
自 い恋 人 た ち は、 雪渓 に躍 る。
下 界の暑 さを忘 れ 、心 安 ら ぐ と き
ふ と見 る と、高III植 物 た ちが 、 愛 ら しい笑顔 で請 りか
ける。
秋
臼 い恋 人 た ち ≪.新 た な る シー ズ ンへ と思 い を馳 せ る。
そ して、 待 ち に待 った 、r1い 恋人 た ちの 冬
降 りた て の ア ス ビ リ ンス ノー に酔 い な が ら、 ゲ レ ンデ
狭 しと駆 け まわ る,,
華 麗で 力強 い 白 い恋 人 た ち よ。
さら に美 し く、 さらに た くま し く。
大 自然 の 胸 に抱 かれ て 、
(責 任 者 矢 倉幸 久)
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普・段 は 全 く個 人 の 自 勲性 に よ か{}.C、 活.動 を 行 ・て い
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か ノた 八 ひ もOK.ゲ ーマ ネ ー シt'.一 も 号}集 し て ま か
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ロ ッ ク 研 究 会
.去年 ・ノ清 楽 界 を.1.り か え つ て み る と 、itと い.,て'■
ノ{ン1.ぐ.Lイ ド1.ご ・し
..レう 才」.ノ う・・..,』(審ヒチミv):tみ 匹叫llL者 ノ:三
・..・た ロ ノク も 与 や 市1 .く権 を・得 る と....二う か 、IU:界 中 の 良 心
を 代 刻.る ソ デfl.二 な..・.こ..圭 つ/1,ifsで す..我 々U.,
ク石耳'究 ニヤも7円 に7'フ リ カ 慎f駐モ求～ごf斉と 十寝巨皆1:.≒・「飛糸色{≒ごオ之きわ
る チ.ヤ リ ー1.ク7-1..ス 呑r目 崔 し.時 代 を 完取})L.ぐ 才.ゴり.貝 ..
ノ:=が、 「ロ 汐 は も.)毒 が 無 く'穿...読1と 翫 一ぎわ れ.1三.1..
い1`dtに ゼ よ ロ 汐 は,と ら に 進 化L. .よ.り劉(の 人 々 の 心
を と ら え 続 け..こしい(でL.↓.う.,我 々 は1執 二そ の 魅.わ を 追





他 楽 器.運 搬 費 、
-7ン 矧.卜 企[山l
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活 動
6r.jl'tiaこ .祭rノ イ.71.ノ 、「1.ノス 、7}i4人 こ
学 平 和 チ ャ リTイ ー フ].1,テfバ.」 し、
9月II.首 看 学 祭 後 夜 祭 、 ⊥〔凋 旭 川 西 武
10i星 旦frl≡己∫念 イ ■.〈ン ト 「1lJ、7{.,1しun貯'1」 、
『ノ レ.ノ シ コ.ミ..」..シ'.シ ・1'ン.」 ン.ア『ノ、
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ン →1『.・卜 、 【2}」 ケ リ ス ・了 スr1ド 『1ン
サ ト 、4Uケ リ ス マ ス 八 一 ラー イ ・
・♪ イ'/.
、1月 『、'チ'イn.10VEノ ミン ド
r激 出 演 、4U加 汰
障 害 者 間 題 研 究 会
判『入!1三び)皆 さ/し 、 μ印入ご弛よfめ で層[と)こ1.ざ い ま.1.わ ノ:二
Lた ち の 会 は 、 障 害 者 師 轟々 な 形 で 閏 わ ・っ て しゾ=「噛1そ生 が.
集 ま ・パ(、 お・々 :い の 感 じ'(い る と こ ろ を 出L.ri・ ♪て 、1章
害膚 の 問 題 を・広 く 考 え て ゆ 、.二う と い),L二.二 う か ら始 よ り
Fl.た.… ∴i,j・'V)会1.1人 ・、て い た 人 、.1三話 の 会 に 入 ・、cい
た 八 、r:症 身 心F章 害 者 施 設 を 訪 問1.'rい た 人 も い まL.た
現ri:.の 会 とL.て の1,㌃1】1加.‡、 月 ・度 の 養 護 学 校;rr}1で す
川ll`'llに も実 家 力・遠 く帰 れ な か ・、た 寄 宿,.,の ∫・.し'1竃た ち
.1-・_i旋/'ヒ.ノ.….を}、frl二裳 存」.:一.ノ』一臣)、 要:_二:.よ一ヤー、ρン γ:二、 冬:tフ
1以 ・マ ノ、ゴ・こと 、h'事 に 参 加IL.た り ナ,L..1d.メ ぐ1;そ祭.ぐ噛ほ.
ri分 た ち プ)関 心 の あ る テ.一'、フ1こり い..⊂、 庁笹lilと5r、i捌4た り 、
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学生証は3年 間使用で きますが、毎年4月 に査証 を受
けなければ有効にな りません。61年 度 は4月1日 ㈹ よ り
学生課学生係 において学生証 の査証及び交付を行 います
が、昭和58年度人学者につ いては新学生証の交付、昭和
58年 度入学者以 外の学生は査証 となるので、全員学生証
を持 参すること。
(学生課)
XXX:XXXXXXX繍 欄 襯燃 燃 襯襯襯襯㈱ ㈱ 燃
最近、 『教育』 とい うことを改めて考えなければなら
ない機会を持 った。 「今頃何 を!」 と御叱 りを受 けるか
も しれない。学生教育 とい う難 しい問題 は偉い先生 が考
える事で、私のよ うな者がllに する事で はなかったので
ある。 さて、大学 における教 育とは一体何であろ うか?
ま さか高校生相手ではないのだか ら、 「煙草 を喫 うな、
酒 を飲むな、不純異性交遊 をするな」 と躾 をすることで
はないだろ う。私生活 についてはもう十分責任を取れる
年齢で あるし、少 な くとも旭川医大生は礼儀正 しく、人
に迷 惑を掛 けるような事は していない。で は、教育 とは
教科 書通 りに講義 をし、学 生にその内容 をそっ くり覚 え
させ、試験を して点数 が悪 ければ 「もっと勉強 しなさい」
と指 導す ることであろ うか。でも、これで は小 、中、高
校の教育 と大差 ない。確 かに、医科大学 である以r.、 国
家試験 に合格 させて学生 を医者に仕立てr.げ なければな
らない。 しか し、監督官庁の御讐 めを覚悟で 言うと、人
学 した学生 を全部卒業 させ る蓑務 はない し、また入学の
際 に 「あなたを医者 にして あげます」 と約 束 している訳
でもない。大学 は義務教育ではな く、医学 を志す人 々の
集 まりであるので 、叱咤激励 して勉強 させる必要 はない。
ところが巾 には非常 に慈悲深い先生 もい らっ しゃって、
勉強 が嫌 いで留 年 しそうな学生を 「私が責任持 って勉強
させますので進級 させてあげて下さい」と助 けてくれる場合
もある。余りにも過保護である。大学 も、妙な所で 艶生の自
主性 云々 しないで、.AIL問の上での自主性 も強調すべきで
あろ う。私 は薬理学 の一部 を講義 しているが、その殆ど
は私の専門 分野ではない し、正直言って余 り興味の持 て
ない部分 もある。従 って当然の成 り行 きとして好 い加減
な講義 になる。す ると学生は、こん な杜撰 な講義では駄
目だと気付 き、薬理学の分厚い参考書で自主的 に、一所
懸命に勉強する。こう考えると大学での授業 とい うのは一
か ら百 まで全 て詳 しく教 えるよりも、少 し手 を抜 いた方
が学生の為で ある。この ような暴言 を吐 くと学長 から大
目玉 を食いそ うで ある。
私 は大学 が、小、中、高校 と決定 的に違 うのは、教育
機関で あると同時 に研究機関で もあるという事であると
思 う。勿論 、小、中、高校 にも立派 な研究 をしている先
生 が沢山いることは承知 している。 しか し、大学の先生
は研…発も亡な1与れぼな らな6の で ある。自分自身で コツ
コツと一所懸命 に医学 に貢献す るよ うな研究 をし、学術
雑誌や学会で発表 して、その分野で活躍 している姿 を学
生 に見せ るとい う事がk学 におけるもう一つの、 しかも
大切な教育ではないだろ うか。 そ うす ると何 も言わなく
ても、学生の研究 に対す る興味 を喚起 し 「よし、僕 も」
と、これ また一所懸命に勉強する。旭川医大 を卒業 して
人学 に残 っている人達 は全てが教官ではないかもしれ な
いが、基礎 医学 は勿論、臨床医学 においても、医学 に関
する研究 をする為 に大学 に籍を置 いている筈である。研
究の面白 さ、奥深 さを身をもって体験 し、後輩 に伝 えて
いかなければな らないUと ころが大学院生の中には奨掌
金は貯金 しておいて、研究ではな くArbeitに 精 を出す
人 もいると聞 く。何の為の奨学金だ かわからない。
ある大学の、も う停 年退官な された世界的 に有名な薬
理 の教授は、学生 に対する所謂、一般的な教育 には余 り
熱心 ではなかったのではないかと、失礼ながら、その風
貌か ら私が勝 予に想像 している。 しか し、彼の研究の偉
大 さに共感 して彼の もとに集 まって来た学生、研究生は
彩 しい数1ヨhり 、結果的 に優秀 な沢山の弟子 を育てるこ
とになった。彼 は.r.派な教育者で あった訳で ある。
(薬理学講座 助教授)
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